



















































12 月 (2008 年) で底をつき､ その後持ち直
すには少なくても 2年間はかかると語ってい
る｡
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2002 年 3 月期｡ その後も増益を続け 08 年 3











失する｡ しかし､ それでも 6000 億円は残る｡
これに対して世界自動車販売No. 1 を誇って
きた米ゼネラル・モーター (GM) どうか｡
同記事によればGMは ｢2 つの B｣ の選択を
迫られているという｡ ｢米政府によるベイル・













け出す｡ それを ｢5 つのWhy｣ を通して徹
底分析する｡ そしてその問題をみんなで潰す｡
これが改善である｡ ｢Why｣ の 3 つ目までは
現状をよく分析していれば進むことができる｡


















































1 . A 社の概要 (｢経営革新計画｣ を行政に
申請した 2003 年時の概要)
・所 在 地 名古屋市内
・業 種 自動車､ 精密機械､ 産業車両
用部品及び治工具の製造




(A/T 部品､ 試作品) の切削加工品製造が中
心である｡ 納入先はトヨタグループ各社向け
が､ 全売上高の 80％強を占めている｡ 主要
設備は横型・縦型マシニングセンター､ 複合



























トヨタの 2002 年 (暦年) の国内生産は､













社は 3期前の売上高を 100 とすると､ 直近決














剣に検討している｡ A 社はこの 3 年間､ 利
幅の薄い号口品 (量産品) を受注しないよう
に努めてきた｡ その結果は 17％の売上減に
なったが､ 試作品等 A 社の技術・技能が活
かせる受注拡大に努めた結果､ 付加価値額の












ISO 9002 (後に ISO 9001 に認証変更) を
2000 年 12 月認証取得､ 次いで ISO 14001 を










うちピークの売上高は 3 期前で 11 億円弱で
あった｡ その額は直近の実績を 20.0％上回っ
ていた｡ しかし､ 売上高経常利益率はピーク

















































A 社はステンレス､ アルミニウム､ 鉄を
材料とし､ 切削加工全般を受け持っている｡
単品・試作に関しては､ 研削､ 放電､ ワイヤー













































進めば､ 04 年の 1 月には移転を完了する｡
最初にかかる工事は､ 工場全体の空調設備の
完備である｡ 機械関係は､ 前述したように複
合NC旋盤､ NC旋盤､ 縦型MC､ 横型MC､












































経営者の役割を 4 つの顔で説明すると､ 1
つは ｢外向きの顔｣ があげられる｡ 外部情報
の収集と選択を通し､ 変化知覚力を磨き､ 激
動の時代を生き抜く新しい発想と適応能力を
持つことである｡ 次いで ｢前向きの顔｣｡ 変
化を読んで自分なりに検証したら､ 積極果敢
に課題に挑戦することである｡ 3 つ目が ｢横
向きの顔｣｡ 組織内外の利害関係者に対する
交渉力､ 折衝力､ 説得力を身につけることで
ある｡ 最後の 4 つ目が ｢内向きの顔｣｡ 内部
管理､ 日常業務管理､ 部下管理等の業務をこ
なすことである｡







工場が 2G､ 別工場で 2G､ 品証部 1Gが活動
している｡ 営業の 3Gは担当が各 1 人という
少数精鋭化を維持している｡ 品証部は 1Gで
あるが 2工場に担当が分かれている｡


















上､ 外部講師による研修が 10 年以上続いて
いる｡

























































































そして､ 申請する ｢経営革新計画｣ の中に
ある ｢経営革新の目標｣ では､ 計画のテーマ
を ｢工場 (生産拠点) の統合化｣ として内容
については ｢当社は下記の 3点を主目的とし
て経営革新に取り組んでいる｡ ①ロット生産











今回は､ 3D データ活用のために CAD を













② 経営目標の指標については､ ｢1. 付加































証金､ 内装費､ 空調関係費等合わせ 8,000 万
円の融資を当時の商工中金から 7年間の期間
で受けた｡
計画期間は 3年間 (03 年 8 月～06 年 7 月)
で､ 付加価値額の目標伸び率は 9％以上とい





















｢CCC 21｣ (Construction of Cost Compe-











こととなった｡ しかし､ ｢設計・技術｣ ｢生産｣



































のづくり｣ では ｢治具・試作・単品｣ を ｢高
精度・高品質部品を短納期でお届けします｣



















































た｡ 初代の時は 90％が号口品､ 10％が試作















3 年から 5 年間の修業で自社に戻したいと
考えていた二代目であったが､ 親会社がなか
なか帰そうとしない｡ やきもきしているうち






























































がやるのは主に Dの部分である｡ C と Aは
親会社の品質基準に従うことが義務づけられ
ている｡ Pの生産計画は､ 親会社の内示およ



























































































はいけない｣ という言葉は 1965 年の不況の
際に松下幸之助が社内に向かって言ったこと
と記憶しているが､ 今勇気を持ってそのよう
な檄をとばす経営者がどこにいるのだろうか｡
ショックでうつむいているだけでは活路を
見い出すことはできないのだが……｡
中京企業研究12
